
1.商品概要

ｻｯｼとｻｯｼの間に目板（ｱﾙﾐ製)を取付けることにより､
今までのマイスタービュー等では表現できなかった
自由な開口及び外観の高意匠性を実現できるようになります。

               ＜ﾏｲｽﾀｰⅡ連段窓目板 施工ﾏﾆｭｱﾙ＞

●組立､取付、施工の際は漏水の原因になるおそれがあるため
下記項目について必ずお守りください。

・指定個所には必ずｼｰﾘﾝｸﾞ材（別途)を充填して下さい。
・ｼｰﾘﾝｸﾞ処理する際は必ずﾌﾟﾗｲﾏｰを使用して下さい｡
・目板蓋に張り付けてあるｺｰｷﾝｸﾞｼｰﾗｰは目板と合せた時、
目板のまわりに、はみ出すように合せて、ねじ止めして下さい｡
・目板を取付ける場所においてｻｯｼ枠のまわりに防水ﾃｰﾌﾟ､
透湿防水ｼｰﾄが張り付けてあるのを確認した後､目板及び
ｱﾀｯﾁﾒﾝﾄを取付けて下さい｡
・目板蓋取付けのねじは2.5±0.5N･m｛25±5ｋｇｆ･ｃｍ｝の
ﾄﾙｸで止めた後､緩み､がたつきのないことを確認してください｡

目板

●本説明書で使われているﾏｰｸには､以下のような意味があります。

                 ･･･組立てを誤った場合に、使用者が中程度の傷害､
軽傷を負う危険及び物的損害の発生が想定されます。
冒頭にまとめて記載していますので必ずお読みください｡

注意

■組立・施工される方へのお願い

ﾄｽﾃﾑ株式会社

08.02改訂

      注意！
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2.商品特徴

※本製品は
 ①ｱﾀｯﾁﾒﾝﾄ    ②目板    ③目板蓋
を組み合わせて使用します。
下記を参照し、現場の納まりに応じてそれぞれご使用ください｡

①ｱﾀｯﾁﾒﾝﾄ

（1)胴縁ｱﾀｯﾁﾒﾝﾄ

（2)ｱｼﾞｬｽﾄｱﾀｯﾁﾒﾝﾄ

②目板

＜ﾜｲﾄﾞ（開き)連窓ﾀｲﾌﾟ＞

35以上

0～
23

19
～
42

ｱﾀｯﾁﾒﾝﾄは（1)胴縁ｱﾀｯﾁﾒﾝﾄ (2)ｱｼﾞｬｽﾄｱﾀｯﾁﾒﾝﾄの2種類あり
柱とｱﾀｯﾁﾒﾝﾄの間に胴縁又はそれ以上の
見込み寸法の木をかいして取付けます。
使用する”かい木”の見込み寸法に応じて使用してください｡

 目板は（1)30mm目板 (2)82mm目板 (3)102mm目板の3種類あり
ｻｯｼ枠とｻｯｼ枠の間に入る柱の見付け幅に応じて使用して下さい。

（1)30mm目板
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～
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35以上

＜半外付 引違い連窓ﾀｲﾌﾟ＞
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（2)82mm目板

＜ﾜｲﾄﾞ（開き) 連窓ﾀｲﾌﾟ＞＜半外付 引違い連窓ﾀｲﾌﾟ＞

（3)102mm目板

＜ﾜｲﾄﾞ（開き)連窓ﾀｲﾌﾟ＞

③目板蓋

目板蓋はそれぞれ使用する目板と同じ幅のものを使用してください｡
（例) 目板 102mm使用の場合 → 目板蓋 102mm幅用 を使用
目板1納まりにつき､目板蓋1ｾｯﾄ(1ｾｯﾄ中 2ｹ入り)を使用します。

目板形材の両端に取付ける蓋(ｷｬｯﾌﾟ)となる部品であり
30mm幅､82mm幅､102mm幅用の3種類あります。
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3.加工･組立･取付方法

加工､組立､取付手順

①ｱﾀｯﾁﾒﾝﾄを切断し取付孔をあけ､柱にねじ止めする。
②目板を切断し、端部を切り欠く。
③目板蓋を目板の両側にねじ止めする。
④目板をｱﾀｯﾁﾒﾝﾄに嵌め込んで取付ける。

加工､組立､取付詳細

①ｱﾀｯﾁﾒﾝﾄを切断し、φ5.5の取付孔をあける。
※取付孔はｱﾀｯﾁﾒﾝﾄ1m当り2～3ヶ所程度(孔ﾋﾟｯﾁは400mm程度)

品種 ｱﾀｯﾁﾒﾝﾄ切断寸法L
ワイド・開き
引違い（半外付け)

ｻｯｼ基本H(W)-100～300

本書では､ｻｯｼを連窓した場合において目板を使用する
手順について説明しておりますが、段窓する場合に
おいても同様の手順にて加工､組立､取付を行って下さい。

n-φ5.5  取付孔

ｱﾀｯﾁﾒﾝﾄ L

中間P=400端末P=400 中間P=400
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③目板を切断する。 品種 目板切断寸法L
ワイド・開き

引違い（半外付け)
ｻｯｼ基本H(W)-4

④目板の端部（下記斜線部)をﾍﾟﾝﾁ､ﾆｯﾊﾟｰを使用し
折り曲げ､切り欠く。

目板 L

20 20

                  漏水防止の為､目板は斜めにならないよう(両側共)
垂直に切断して下さい｡

中心±2mm

 
･形材が変形しない程度にﾄﾙｸ調整してねじ止めして下さい｡
・ｱﾀｯﾁﾒﾝﾄはｻｯｼ枠間の開口中央に取付けてください。
(中心からずれると目板の取付が出来なくなるおそれがあります。)

②ｱﾀｯﾁﾒﾝﾄに同梱されているねじ（ﾊﾞｲﾝﾄﾞTP1種5×65)を使用し､
ｱﾀｯﾁﾒﾝﾄを柱（かい木）に取付ける。

(2)縦方向：
ｻｯｼ枠上下ﾗｲﾝより
50mm以上空ける

50mm以上
あける50mm以上

あける

＜取付位置＞
(1)横方向：
ｻｯｼ枠間の開口中央

ｱﾀｯﾁﾒﾝﾄ

      注意！

      注意！
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⑥ﾌﾟﾗｽﾁｯｸﾊﾝﾏｰを使用し目板をｱﾀｯﾁﾒﾝﾄに､はめ込んで取付ける。
※直接ﾊﾝﾏｰで目板をたたくと形材がへこむおそれが
ありますので木片を使用して､奥まではめ込んで下さい｡

⑦目板とｻｯｼ枠の高さが
同じになるように目板を
ﾌﾟﾗｽﾁｯｸﾊﾝﾏｰで叩いて
調整する。

位
置
を

合
せ
る

位
置
を

合
せ
る

ｼｰﾘﾝｸﾞ塗布

⑤目板蓋の孔にｼｰﾘﾝｸﾞ塗布し､ねじ止め
(皿TP1種4×16)にて目板に取付ける。
※納まりよって蓋が柱にぶつかってしまう
場合､右図部分をｶｯﾄして下さい｡

・目板蓋取付ねじは2.5±0.5N･m｛25±5ｋｇｆ･ｃｍ｝のﾄﾙｸで
止めた後､緩み､がたつきのないことを確認してください｡
・目板蓋をねじで止める前に、取付孔にｼｰﾘﾝｸﾞを充填してから
ねじ止めしてください。

必要に応じ
凹溝ﾗｲﾝにて
ｶｯﾀｰでｶｯﾄ+
ﾍﾟﾝﾁで折曲げ

99

      注意！
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4.施工､ｼｰﾘﾝｸﾞ処理

ｼｰﾘﾝｸﾞ

外壁

ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ材

＜外観視＞

サッシ

A

↓

目

板

外壁

サッシ

外壁

ｼｰﾘﾝｸﾞ A'

↓
←B

←B'

ｼｰﾘﾝｸﾞ

A-A’ 横断面図

B-B’ 縦断面図

                    ｼｰﾘﾝｸﾞの際は必ずﾌﾟﾗｲﾏｰを使用して下さい｡

下図のように目板とｻｯｼ､外壁間にﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ材を
挿入(上下にまわし込む)しｼｰﾘﾝｸﾞ処理をして下さい｡

サ
ッ
シ

サ
ッ
シ

外壁

目
板

※上下に
まわし込む

      注意！
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ﾜｲﾄﾞﾍﾞｰｽ 縦断面図

ﾜｲﾄﾞﾍﾞｰｽ 102mm目板
横断面図

5.参考納まり図
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